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松岡　辰郎
別の手段への試行錯誤

仕事の都合で当初の予定より短

い２年間で非常勤講師を退任す

ることとなりました。

建築設計教育の場において

CADやCGの扱いというのはま

だまだ曖昧でCAD教育とはど

うあるべきか……という議論が

ようやく始まったというのが現

状であり、どのように課題を設

定し授業を進めていくかという

部分に関してはまだまだ試行錯

誤の段階を抜け出てはいないと

思います。そんな時に途中下車

をしてしまうのは非常に残念で

あるというのが偽らざる気持ち

です。

私の担当した設計演習CAD・

CGコースでは、単にCADや

CGソフトの使い方を覚えて図

面や画像を作る……というもの

ではなく、手書きの図面や模型

といった今までに修得してきた

設計のシステムとは異なる道具

と視点で自分の作品を見、また

は設計をしていくことを主な目

標としました。受講者は道具と

してのパソコンやCAD・CGソ

フトの使い方を身につけると同

時に設計としての課題を進めな

くてはなりませんので、時間的

にも大変であったと思います。

それでもマウスを持つのも初め

て、一所懸命３次元のモデルを

作っても模型写真と何ら変わり

ない見せ方しか思いつかないと

いった受講者たちが、作品提出

の頃には自分の視点の高さで自

身の作品の中を歩き回って評

価・意思決定をする手段を手に

入れることができるようにな

り、多少なりとも既存の図面を

中心とした設計システム以外の

方法（のごく入り口）を提示

できたのではないかと思ってい

ます。

むしろ問題だったのは、一部の

先生方の中にあるこのような新

しい手法に対する無理解でし

た。「CADを使うと人間味が無

くなる」「本来のデザインがお

ろそかになる」といった批判は、

「ワープロを使う小説家は良い

作品を書くことができない」と

いうものと何ら変わりがなく、

全くナンセンスであると考えま

す。今後建築設計教育における

CAD教育は、まずこうした指

導する立場の意識改革から始め

なくてはならないのかもしれま

せん。
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